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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 S 0022 ： 濯 
包装 • 容器 一 開封 性 試験 方法 

Guidelines for all people mcludina elderly and people with disabilities 
一 Packaging and receptacles 一 [est methods for opening 

序文 握力が 低下した 高 » 者 等から 食品， 日用 雑貨 品な どに 用いられ ている 包装 • 容 器に ついて， 開けに く いという 
声が 出されて いる。 この 規格 は， そのような 要望に 応える ため， 包装 • 容器の 開け やす さ を 評価す るた めの 開封 性 試 
験 方法に ついて 規定して いる。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 握力の 低下が 見られる 高齢者 を 含む すべての 人が 使用す る JIS S 0021 に 規定す る 消費 

生活 製品の 包装 • 容器 (袋 を 含む。） の 開封 性 を 試験す る 方法に ついて 规定 する。 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 (追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIS S 0021 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 ，容器 
JIS Z 8401 数値の 丸め 方 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， 次に よる。 

a) 舌 部 ヒート シール 半 剛性 容器 又は 紙 容器の- -部に 指先で 引き上げる こ と によって 開封で き るつ まみ 部分。 

b) 切 込み フィルム 容器の 外周の 一部に 入れた 切り口。 

c) プル タブ 容器 容器の 上部 又は 側部の 輪に 指 を かけて 引き上げて 開封す る 容器。 フル オープン タブ 容器， ス ティ 
オン タブ 容器， タブ 付 ふた 容器 等の 総称。 

d) フル オープン タブ 容器 タブ を 引き上げる ことによって f& 上部 全体が 開く 容器。 

e) ステ イオン タブ 容器 タブ を 引き上げて 開いた 後， タブ を 戻し 切り離さない 状態で 使用す る 容器。 

4. 開封 方式に よる 容器の 分類 開封 方式に よる 容器の 分類 は， 次に よる。 

a) ヒ一 ト シール 軟 包装 袋 

b) ヒート シール 半 剛性 容器 
C) ねじぶ た 容器 

d) プル タブ 容器 

e) 屋根 形 紙 パック 容器 

5. 試験の一 般 条件 試験場 所の 温 湿度 条件 は， 温度 23±2 。C， 相対湿度 (50±10) % とし， 試験に 先立って， 試料 を 
この 条件に 平衡させる ように 前 処理 を 行う。 ただし， この 条件 以外の 特別な 前 処理 条件 を 必要と する 場合に は， 受渡 
当事者 間の 協定に よって 実施す る ことができ， 報告に は その 旨 を 明記す る。 
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6. 開封 性 試験 方法 

6.1 ヒ一 トシ一 ル軟 包装 袋 

6.1.1 試験 装置 装置 は， 図 1 に 示す ような 自由に 回転す るつ り 下げ 用 クランプの ついた 支持 台 及び 引 張 強さ 測定器 

を 用いる。 

なお， 判定に 疑義 を 生じない 場合 は 簡易 形の プッシュ プル ゲージで もよ い。 この場合， 素手で 開封 するとき の 速度 
で 引っ張る。 

6.1.2 試料 市販の ヒー 卜 シール 軟 包装 袋 を そのまま 用いる。 

6.1.3 操作 ヒート シール 軟 包装 袋の 引裂 位置から 見て， 図 1 に 示す ように 引裂 位置 を 挟んで 一方 を 自由に 回転す る 
クランプで 包装 袋 を 挾み， もう 一方 を 非 固定の クランプで 挟み， その クランプに 取り付けた ひもに よって， ヒート 
シール 軟 包装 袋の 開封 線に 沿って 直角 方向に 500 nrni/miri の 速度で 引っ張って 20 mm 引き裂き， そのと きの 最大 引裂 
力 を 読みと る。 ただし， すべて を 開封して 使用す る ものに あって は， 引きちぎれ るまで 行う。 

単位 mm 




図 1 ヒート シール 軟 包装 袋 引裂き 試験 装置 

6.2 ヒート シール 半 剛性 容器 

6.2.1 試験 装置 装置 は， 図 2 に 示す ような 45° の 角度が ある 支持 台 及び 引 張 強さ 測定器 を 用いる。 

なお， 判定に 疑義 を 生じない 場合 は 簡易 形の プッシュ プル ゲージで もよ い。 この場合， 素手で 開封 するとき の 速度 
で 引っ張る。 

6.2.2 試料 市販の ヒ一ト シール 半 剛性 容器 を そのまま 用いる。 

6.2.3 操作 ヒ一ト シール 半 剛性 容器の 開封 部が 下にな るよう に 45 。に 傾け て ジ グ 又は 手で 支持 台 に 固定し， 容器の 
舌 部 上面 を 開いて クランプで 挟み， 500 mm/min の 速度で 真上に 引っ張って 開封し， そのと きの 最大 引 張力 を 読み取 
る。 
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引 張 強さ 測定器 




図 2 ヒート シール 半 剛性 容器 引 張 試験 装置 



6,3 ねじぶ た 容器 

6.3.1 試験 装置 装置 は， 図 3 に 示す ような 開栓 トルク 測定器 を 用いる。 

6.3.2 試料 ねじぶ た 式の 市販の ペットボトル， ガラス 容器な ど を そのまま 用いる。 

6.3.3 操作 試料 を 開栓 ト ル ク 測定器の 支持 台 に 固定し， ね じ ぶた 部分 を 指な ど でっかみ， 反 時計 方向に ゆつ く り 回 

転 させ， ねじぶ たが 回った 時点の トルク を 読み取る。 

なお， ねじぶ た を 回す 際， ねじぶ た を 滑らない 程度の 力で つかみ， 必要 以上に 強く つかまない。 



6.4 プル タブ 容器 

6.4.1 試験 装置 装置 は， 引 張 強さ 測定器 を 用いる。 

なお， 判定に 疑義 を 生じない 場合 は 簡易 形の プッ シュ プル ゲージで もよ い。 この場合， 素手で 開封す ると きの 速度 
で 引っ張る。 

6.4.2 試料 市販の プル タブ 容器 を そのまま 用いる。 

6/4.3 操作 プル タブ 存器 をジグ 又は 手で 水平に おし， 緣 から 遠い 場所の タブ 指 掛け 部 を 500 mm/mm の 速度で 次 

に 示す 方法で 引っ張って 開封し， そのと きの 最大 引 張力 を 読み取る。 




図 3 ねじぶ た 容器 トルク 試験 装置 
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a) フル オープン タブ 容器 図 4 に 示す ように， タブ 指 掛け 部 を 真上に 引き上げる。 



引 張 強さ 測定器 




図 4 フル オープン タブ 容器 引 張 試験 

b) ステ イオン タブ 容器 図 5 に 示す ように， ふたと タブ を 固定す る リベット を 中心として タブ 指 掛け 部 を 9(r 起こす。 



張 荷重の 方向 t 90" 




図 5 ス ティ オン タブ 容器 引 張 試験 

) タブ 付 ふた 容器 

1) 図 6 に 示す タブ 指 掛け 部が 水平になる まで 指で 起こす (①)。 

2) ふた 側面の 弱化 線が 切れる まで タブ 指 掛け 部 を 水平 方向に 引く （② )。 

3) タブ 指 掛け 部の 付け根 を 中心として タブ 指 掛け 部 を 135' 起こし， その 方向に 引く （③)^ 
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図 6 タブ 付 ふた 容器 引 張 試験 

6.5 屋根 形 紙 パック 容器 

6.5.1 試験 装置 装置 は， 引 張 強さ 測定器 を 用いる。 

なお， 判定に 疑義 を 生じない 場合 は 簡易 形の プッシュ プル ゲージで もよ い。 この場合， 素手で 開封 するとき の 速度 
で 引っ張る。 

6.5.2 試料 500 ml， 1000 ml などの 上部が 斜面の 引き はがし 開封 式 紙 パックと する。 

6.5.3 操作 図 7a) で 示す ように 屋根 形 紙 パックの 上部 開け 口 側の 一方の 屋根 面 をジグ 又は 手で 固定し， 他方の 屋 
根 面の 上部 及び 端 部から 7 mm の 箇所に 径 4 mm の孔を 開け， 孔を はと 目で 補強す る。 孔に ひも を 通し， 水平 方向に 引 
き 紙パッ ク 上部の 接着 部 中央まで 引き はがし， そのと きの 最大 引き はがし 力 を 求める。 

次に， 屋根 形 紙パッ ク をジグ 又は 手で 固定し， 図 710 で 示す よ う に 紙 パックの 上部 開け 口 側 を 両側に 十分に 開いて 
屋根 面 上部に 押し付けた 後， 三角形の 頂点 部の 下 5〜]0 mm の 箇所に 径 2 mm の孔を 開け， そこに フッ クを 引つ 力、 け， 
水平 かつ 真横 方向に 200 mm/min の 速度で 注ぎ口が 10 mm 開く まで 引き はがし， そのと きの 最大 引き はがし 力 を 求め 
る。 

固定 




a ) b 
図 7 屋根 形 紙 パック 引き はがし 試験 



巧ッゥ 
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7. 試験 数値の 丸め 方 試験 数値 は， JIS Z 8401 によって 丸める。 

8. 報告 報告に は， 次の 事項 を 記入す る。 

a) 袋 • 容器の 名称， 種類， 形状 及び 寸法 

b) 材質の 構成 及び 厚さ （'） 

c) 試験に 用いた 内容物 名 又は 類似 内容物 名 

d) 総 質量 又は 正味 質量 

e) 試料 数 

f) 試験 年月 fJ 

g) 試験 条件 

h) 最大 開封 力 （N) 



その他 特記すべき 事項 

注 ひ） 袋' 容器の 寸法の 表し 方 は， 幅， 長さ （丸 容器の 場合 は 直径)， 厚さ （高さ） の 順と する。 この場合， 寸法 は 
内の り 寸法 を 用いる „ 



フ 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 
包装 • 容器 一 開封 性 試験 方法 

解説 

この 解説 は， 本体に 規定した 事柄， 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 规 格の一 部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は 財団法人 日本 規格 協 

会に ご 連 終く ださい。 

1, 制定の 趣旨 及び 経緯 

1.1 制定の 趣旨 この 規格 は， 消費生活 製品の 包装' 容器 (袋 を 含む。） について 握力の 低下 又は 視力の 衰えが 見られ 
る 高齢者， 視覚 障害者 を 含む すべての 人に 対し， 使用に おける 識別 性と 使用 性の 向上 を 目的と して 配慮す る 設計 指針 

として JIS S 0021( 高齡者 • 障害者 配慮 設計 指針- 包装' 容器） が 平成 12 年 10 月 20 日付けで 制定され， この 中に" 包装 * 
容器の 表示 な どに 対す る 配慮 事項 （開 け 口 • 開封 部の 場所 を 識別 し やす くす るた めの 配慮 事項， 内容物の 識別 をす るた 
めの 配慮 事項， 同一 又は 類似 形状の 包装。 容器の 内容物 識別の ための 配慮 事項)， 開け やすくす るた め (^配慮 事項， 握 
力が 低下した 使用者に おいても 使いやすい 容器の 形状'' が 規定され た。 また， 併せて， 解説に "開け やす さの 定量 的 
評価 を 行う 試験 方法の 標準化の 必要性" が 想 案 事項と して 付記され た。 

そこで ，包装' 容器の 開封 性の 向上 を 図る ために， 上記 規定の" 開け やすくす るた めの 配慮 事項" の 実施に 当たつ 
て は， 開け やす さの 度合い を 客 m 的 • 定量 的に 比較 検証す る こ と を 可能と する ため， "包装 ' 容器の 開封 性 試験 方法" 
の 標準化 を 図る ことにな つた。 この 规格を 利用して， 開封 性の データの 蓄積 及び モニタ-- テストの 併用に よって， 将 
来， 開封 部が 密閉 性 を 十分に 満た しつつ 開封し やすい も のが 開発され る こ と 力 期待され る。 

1.2 制定の 経緯 上記の 懸案 事項 を 受け， 財団法人 日本規格協会の 高齢者 • 障害者 配慮 生活 用品 標準化 委員会の パッ 

ケージ ヮ一 キン グ グループから 社団法人 日 本 包装 技術 協会に 原案 作成の 依頼が な さ れ， 同 協会で は 平成 12 年 7 月， "パ 
ッ ケージ 開封 性 試験 方法 JIS 原案 作成 委員会" と "同 分科 委貝 会" を 設置し， 平成 13 年 2 月まで， 2 回の 本 委員会と 4 回 

の 分科 委員会 を 行い， "高齢者 。 障害者 配慮 設計 指針 -包装 。 容器… 開封 性 試験 方法" 原案 を まとめ 財団法人 B 本 
規格 協会に 原案 提出 を 行った。 その後 財団法人 本规格 協会に おいて， 所要の 審議 手続き を 行い 経済 産業 省に 原案 提 
出 を 行 つ た。 経済 産業 省に お いて は， 平成 13 年 7 月 16 1.1 に 開催 さ れた U 本 工業 標準 調査 会 標準 部会 消費生活 技術 専門 委 
員 会に おいて 審議し， 平成 13 年 11 月 20 日付けで 制定 を 行った。 

1.2.1 分野と 開封 形態 開封 性 試験 方法 を 設定す る 分野 は， "髙舲 者 '障害者の 日常生活に 密着" した "食品"， "飲 
料"， "日用品"， "トイレタリー 用品" に 用いて いる 包装" 容器と した。 

また， 開封 形態 は， これらの 分野で 多用され， かつ 素手で 開封す る "ヒート シール 軟 包装 袋"， "ヒ 一トシ一 ル半剛 
性 容器，，， "ねじぶ た 容器"， "プル ダブ 容器" 及び" 屋根 形 紙 パック 容器" の 5 種類と した。 

1.2.2 客観的な 評価 方法 開け やす さの 評価 は 数値で 示す ことが 望ましい が， 包装 * 容器に よって 形状 や 開封の 方法 
がさ ま ざまで あ り， さらに 開封 者の 姿勢 や 力な どの 人的 変動 要因が 加わる と， すべての 包装 • 容器に 共通す る 開け や 
す さ の 数値の 提示 は 難しい ことから， 開け やす さ を 客観的に 評価す る 方法と して， "再現 性 力 ^ 確保で き る 機器に よる 開 
封 性 試験 方法" について 検討 を 進めた。 

なお， 包装' 容器に よって， 形状， 大きさ， 開封の 方法が さまざま であり， 個々 の 包装' 容器に ついて それぞれ 開 

解 1 
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け やす さの 数値 を 示す 必要が ある。 

1.2.3 簡便 さ 試験機 器 は， 高精度な 引 張 試験機 を 用いる のが 原則で あるが， 判定に 疑義 を 生じない 場合 は 簡易 形の 
プッシュ プル ゲージで もよ いこと と した。 これ は 消費者団体， 試験機 関， 流通 業者， メーカー など あらゆる ところで 
実施す る ことができる ように， "簡便 性"， "汎用 性" に ポイント を 置いて， 安価で， かつ 普及して いる 試験機 器 を 用い 
て も 試験で きる ようにし たためで ある。 

1.2.4 方法の 妥当性 実際に 各 メーカ一 で 行って いる 開封 性 試験機 器 及び 試験 方法 を 調査して 開封 形態 別の 開封 性 
試験 方法 案 を 作成した。 

さらに， 試験 方法 案の 妥当性 を 検証す るの ため， 経済 産業 省 製品 評価 技術 セ ン ター (現 ： 製品 評価 技術 基盤 機構) に 

よって， 開封 形態 別の 開封 性 試験 方法 案に 基づく 実測 試験に よる 再現 性の 調査が なされ， 併せて， 各 開封 性 試験 方法 
に 影響す る 要因 の 考察が 行われ た [ 内容 は "平成 12 年度 高齢者 • 障害者 配慮 生活 用品の 標準化に 関する 調査 研究 成果 報 
告書" （財団法人 日 本 規格 協会） に 掲載] 。 

2. 審議 中 特に 問題と なった 事項 

2.1 密封 性と 開封 性 パッケージ を 密封す る ["3 的 は 輸送' 保管 時の 内容物の 品質 確保に あり， そのために は 密閉 性が 
必要で ある。 他方， 使用 時には 容易に 開封で きる ことが 求められる。 

こ の 両者 は 相反す る 関係に あり， 開封 性 試験 方法 を 設定す る こと で 開封の しゃす さ だけが 問われる ことの 懸念 も あ 
つた カズ， 客観的な "パッケージ 開封 性 試験 方法" を 設定す る ことによって， むしろ 密閉 性と 開封 性との バランス を 合 
理 的に 判断す る データが 提供で きる ものと 考える。 

2.2 対象 この 規格 は， 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針の 枠組みの 中に あるが， 主に 上肢 機能の 低下が 見られる 高齢 
者， 軽度の 障害者 等 （つかみ， 回し 及び 引裂き 動作が 行える 人） を 対象と し， -一部の 老 者 や 重度の 障害者に とって は， 
この 方法で は 適切で ない こと も ある。 今後， 更により 多ぐ の 人々 の 満足 度 を 高める ために は， 輸送. 保管 技術 向上と 
併せて 開封 性 を 高める こと が 課題 となる。 

2.3 開封 形態の 絞り 込み 開封 性 試験 方法の 設定 は， 分野 や 開封 形態の 範囲 を 広げる と 線 引きが 難しくなる ことか 
ら， 今回 は 日 常 生活に 密着 し た 代表的な ものと して 上記 L2.1 に 絞り， 今後， ニーズの 高い 開封 形態が 出て く れば 追加 

を 検討して いく ことと する。 

なお， 開封 性 試験 方法 は， 開封 形態 を 特定して 設定して いる 力 《 ， 一般的 • 汎用 的な 方法で あり， 今回 規定され てい 
ない 開封 形態で あっても， この 開封 性 試験 方法 を 準用す る ことができ る ものが 多い と 思われる。 

3. 適用 範囲 本体に 設定して いない 開封 形態で あっても， 本体の 開封 性 試験 方法に 準じた 方法で 定量 的に 開け やす 
さ を 比較 検証す る こと で， より 一層の 開け やす さ の 推進が 求め られ る。 

包装 • 容器の 種類と して， 医薬品の 包装 ■ 容器に ついての 開封 性 を 取り上げて はとの 意見が あった 力つ 医薬品 は， 
厚生 労働省の 中で 配慮すべき 事項と して この 規格から 除外した。 

4. 規定 要素の 規定 項目の 内容 

4.1 試験の 一般 条件 (本体の 5.) 開封 性 試験 は， 開封す る ときの 温 湿度 条件で 行う のが 基本で ある 力、 季節 や 使用 場 
所に よって その 条件が 異なる ことから， 物差しと しての 普遍性' 共通 性 を 確保す るた め， JIS K 7100( プラスチック 
一 状態 調節 及び 試験の ための 標準 雰園 気） に 示す 2 級 許容 差の "温度 23±2 。C， 湿度 (50±10) において 行う とし， 
試験に 先立って， 試料 を この 条件に 平衡させる よ う に 前 処理 を う こ と と 規定した。 

受渡 当事者 間の 協定で， この 条件 以外の 前 処理 条件 (例えば， 商品 特性に 応じた 個別の 温 湿度 条件） によって 実施す 
ると き は， 試験 データに その 温 湿度 条件 を 明記す る ものと する。 この場合， 一般 温 湿度 条件と 個別 温温 度 条件との 測 
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定 値の 相関関係 を 確認して おく ことが 望ましい。 
4.2 開封 性 試験 方法 (本体の 6.) 

4.2.1 試験機 器の 開封 速度 測定 結果に 対し， 開封 速度の 影響が 大きい こと は 分科 委員会で 指摘され た 力、'， 実験 結果 
(経済 産業 省 製品 評価 技術 セ ン ターに おける 開封 形態 別の 実測 試験 結果) でも 確認され た。 開封 速度 は 測定 時の ファ ク 
ターと して 重要で あると 考えられる ことから， 各 開封 性 試験 方法に おいて， 通常 素手で 開封す る ときの 速度 を 想定し 
て それぞれの 開封 速度 を 設定した。 

ただし， ねじぶ た 容器に ついては 一般的な 速度 表現に 馴染まない ことから， 本体で は" 反 時計 方向に ゆつ く り 回転 
させ" という 表現に と どめた。 

なお， ゆっくり 回転と は" 10〜20 N/s (毎秒 10〜20 N 増 カロ）" を 想定して いる。 

また， これらの 試験機 器 は， 扱い方に 慣れて いないと 測定値が 変動す るので， 反復 訓練 等 を 行って 測定の ばらつき 
を 小さく する ように 努める 必要が ある。 また， ねじぶ た を 回す 際， ねじぶ た を 滑らない 程度の 力で つかみ， 必要 以上 
に 強く つかまな いと したの は， ふたが 容器ね じ 部に 食い込む ほど 強く つかむ と 測定値が 高く なる ためで ある。 
4.2.2 測定 補助 具の 工夫 測定 時に 試料が 動いたり 変形したり すると 正確な 測定値が 得られな いので，. 包装' 容器に 
合った 測定 補助 具 を 準備す るの が 望ま しい。 例えば， 形状 • 大きさが 多様な ヒー 卜 シール 軟 包装 袋 や ヒー 卜 シール 半 
剛性 容器に 対応す る 固定 具 を 工夫して 用意す る ことが 望ま しい。 簡易 的に は 固定 具の 代わりに 手で 一時的に 固定す る 
こ と も あるか も しれない が， この場合 でも 動かない よ う に 固定す る 必要が ある。 

4.2.3 試料の 一部 工夫 試料 は， 内容物が 入った 市販品 を そのまま 用いる こと を 前提と している。 より 正確に 測定す 
るた めに は， 商品に よって は 試料の 一部 を 工夫す る 必要が ある。 例えば， "小 袋" が 滑らない ように クランプで 挟む た 
めの 補助 シ一 ト を 張り付け ると 力つ 液 もの は 測定 中に 中身が 漏れない よ う に 袋の 取 付 方向 を 変えるな どの 工夫が 必要 
である。 

4.2.4 試験 方法の 工夫 製品に よって 形状が 異なる ので， プッシュ プル ゲージ を 用いて 簡易 的に 行う 場合 は， 操作の 
項の 説明 どおりに は 測定で きない ことがある。 製品と 試験機 器の 特性 を 把握し， よ り 安定した 試験 結果が 得られる よ 
う に 操作 方法 を 工夫す る 必要が ある。 

例 1. 試料 を 固定す る ジグと 測定器の 関係に ついては， プッシュ プル ゲ一ジ で 引っ張る ので はなく， プッシュ プ 

ル ゲージ を 固定して そこに ひも を 付けた クラン プで 試料 を 挟み， 試料の 他 部分 を 手で 引っ張る， などの ェ 

夫 をす る。 

例 2. フル オープン タブ 容器の 試験 方法 は， 最も 一般的な 引上げ 角度と して" タブ 指 掛け 部 を 真上に 引き上げる。" 
とした 力、 タブの 形状， 寸法， タブ 取 付 位置 等に よって は， 真上 以外の 角度に 引き上げる ほうがよ い 場合 
も ある。 この場合 は， 試験 報告書に 引上げ 角度 を 明記す る 必要が ある。 
4.2.5 ね じぶ た 容器 (本体 6.3) ね じぶ た 容器 は， 密检 後からの 時間 経過で 卜 ルク 値が 変わる こ と が あるので'， 必要に 
よって 経 時 変化に よる トルク 値の 把握 も 留意す る。 ' 
4.2.6 ス ティ オン タブ 容器 [本体 6.4.3 b)] ステ イオン タブ 容器の 引 張力の 測定 は， タブ 指 掛け 部 を 90° 回しながら 起 
こす ことと した 力、 絶えず 引っ張る 方向 を 変化させる ため， この 動作 は 難しい。 実際の 企業に おける 試験 は， タブ 指 

掛け 部 を 固定して 容器 本体 を 9(r 回して 行って いる。 

4.2.7 タブ 付 ふた 容器 [本体 6.4.3 c)] タブ 付 ふた 容器の 開封の 仕方 は， 実際の ユーザー は タブ を 手前に して 開ける 

人と タ ブを 反対側 に して 開け る 人が い る 。 こ の 規格で 注意す ベ き 点 は， ふた 側面の 弱化 線が 切れる ま で タブ 指 掛け 部 
を 水平 方向に 引いた 時点で 測定 をい つたん 止める 必要が ある。 それ 以上 引っ張る とふた が 固定され ている ので 通常 開 
封 時の 力と 異なって しま う ためで ある。 

4.2.8 屋根 形 紙 パック 容器 （本体 6.5) 屋根 形 紙 パック 容器に ついては， この 規格化の 時点で は， 実際の 開封 方法 （口 

元の 両サ ィ ド を 押しな が ら 手前に 引く。） を 想定 して 測定で き る 測定器が 市販 さ れ ていない ため， 市販の 測定器で 測定 
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会 内容に ついての お 問合せ は， 技術 部 規格 開発 課へ FAX ： 03-34O5-5S41 で ご 違 終 く ださ い。 

★ JIS 規格 栗の 正 票が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 ® 会衡の 月刊 ま" 標準化 ジャーナル" に， 正 ■ 誤の 内容 を揭 載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火 曰に， "日 径産笼 新 [ir 及び" S 刊ェ笼 新 聞，， の JIS 発行の 広告欄で， 正狭展 
力 f 発行され た JIS 规格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせいた します。 

なお, 当 協会のお S 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正嫉 票が 発行され た 場合に は 自動 
的に お送りい たします。 

★ J1S 規格 蒹の ご注文 及び 正誤 粟 を ご 希 S の 方 は， 警及 事業 都 普及 « 務 R (FAX ： 03-3583-0462) 
又は 下記の 当 協会 各 支部へ FAX でお 願いいた します。 



JIS S 0022 



高餘者 ' 陣寄者 配慮 RIHt 針一 包装 • 容器一 開封 性 拭 《 方法 



年 11 月 》 B 第 iWJfe 行 



纏集董 

ft 行人 



坂 愈 省 吾 

発行所 



東北 支お 

名 古璧支 V 

M 西 支 S 

広 島 支 

四 B 支 S 



財団法人 日本 規格 a 会 

〒 107- 8440 東京 » 港 区#^^4 丁目 1—24 
FAX 東京 <03) 3582-3372 ク 



T060-0003 札械市 中央 区 北 3 条西 3 丁目 1 札 tt 大同 生命 ビル 内 
TEL *U*ft(0H)261-0CMS FAX «J|(OU) 221-4020 
顯眷： 02760 小編 

〒960-0014 仙 台 市 青葉 区 本 U 3 丁目 5^22 工事 佥« 内 
TEL to 台 (022)227^B336( 代 at) FAX (022) 266-0905 
摄香： 02200-4-8166 

=F460-0008 名 占 厘 市中 区栄 2 丁目 6-1 白 川 ビル? :1 館内 

TEL 名 古せ （052) 22 レ 6316 ( 代农〉 FAX 名 古 ifU 05 2) 203-4806 

！ "や ： 00800 - 2 - 23283 

〒541- 0053 大阪市 中央 区 本 町 3 丁目 4- 10 本 町 » 村 ビル 内 

TEL 大 R (06) 6261-8086 (代表） FAX (06) 6261-9 114 
搬 * ； 00910 - 2 - 2636 
T730-0011 広 島 市中 区 基 町 5^ 広 島 商工 会 tlBt ビル 内 

TEL 広 鳥 (082) 221-7023 7036 FAX 広 島 (0effi)223~7568 
01340 - 9 - 9479 

T=76<H)023 高 松 市 寿 町 2 丁目 2-10 住友生命1^5松»町ビル内 

TEL {087)821-7851 FAX 松 （OS?) 821-3261 
歸 ： 01680 2 - 3359 

¥812-0025 福 岡 市 博 多 区 店屋 町 1-31 東京 生命 裼岡 ビル 内 

TEL (092)282-9080 FAX liW (092) 282-9118 
擴眷 ： 01790-5-21632 



社 平 文 社 ' » 事 Priiwed m J.ptn 

2009-06HM S* 



JAPANESE INDUSTRIAL STANDARD 



Guidelines for all people 
including elderly and people 
with disabilities— Packaging 
and receptacles— Test 
methods for opening 



JIS S 0022， 



Established 2001-11-20 

Investigated by 
Japanese Industrial Standards Committee 

Published by 
Japanese Standards Association 



定価 945 円 （本体 900 円） 



ICS 11.180 ； 55.020 

Reference number ： JIS S 0022 ： 2001 (J) 



